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目標像と基本方針の検討 
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Ⅰ 目標像と４つの基本方針（案） 
 

 現在の自転車利用の課題を踏まえると、大きく「走る」「止める」「守る」「伝える」の４つのキーワードが重要となると考えます。 

これらの４つのキーワードを「基本方針」と位置付け、「走る」「止める」「守る」「伝える」の取組を相互に連環させながら、施策を繋げていくことが重要であると考えます。 

 またこれらの取組にあっては、自転車の利用環境をつくる行政や、実際に環境を使う利用者、まちに暮らし働く区民が、自転車環境について相互に理解し、一緒に連携して進める、 

関係者同士のつながりも重要となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■計画の目標像（コンセプト）（案） ■４つの基本方針（案） 

わ 

自転車がつなげる 

自転車を「止める」 

環境の質を高める 

自転車が正しく駐輪場に止

められて、放置がないまち

になるように、地域の特性

に応じた駐輪環境を整える

取組みを進めます。 

止める 

輪 

ルールやマナーを 

「守る」意識を育てる 

自転車が正しくルールやマ

ナーを守り、周りの人も自

転車に配慮できる、安全で

安心な自転車の利用環境を

整える取組みを進めます。 

守る 

和 
自転車の情報を 

「伝える」しくみを創る 

自転車を利用する人にも、

利用しない人にも、様々な

媒体を利用して、自転車に

関する多様な情報を発信し

ていく取組みを進めます。 

伝える 

話 

自転車が「走る」 

環境を整える 

自転車をまちなかで快適に

利用でき、利用しない人も

安心して通行できるよう

に、自転車の通行環境を整

える取組みを進めます。 

走る 

環 

 

 

 

 

 

 

 

 自転車は、健康的で、環境にもやさしく、まち

を巡る移動手段やサイクリング等の余暇の１つと

して、多くの人々に利用されています。 

 一方、自転車を利用する立場と利用しない立場

では、それぞれ自転車に対する意識が異なります。 

 この総合計画は、自転車利用者のみならず、自

転車を利用しない人にとっても、快適な通行環境

が形成できるよう、自転車利用の環境整備や正し

い自転車の利用方法、そして自転車に関する情報

発信等について、区の方針を示したものです。 

「わ」 

新宿区 自転車等総合計画 

つなげよう、自転車の 

環・輪・和・話 

環境に優しい自転車でまちを巡り、 

ルール・マナーを遵守して自転車を楽しむ 

自転車の 

わ 
環
・
輪
・
和
・
話 
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Ⅱ 施策体系図（案） 

 前述の「新自転車等総合計画」の目標像の実現に向けて、今後、４つの基本方針に合わせて個別具体の施策を検討していきます。この基本方針に従った施策の方向性として、例えば「走る」では、通行空間整備と

ともに、自転車シェアリングの充実も重要と考えられるため、施策検討段階にあってはさらに細かな枠組みをつくり、検討を進めていく予定としています。これらを含めた施策体系図（案）を以下に整理します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

自転車が 

「走る」 

環境を整える 

走る 

環 
A 

自転車通行空間 

の整備 

A-1 自転車通行空間の整備 

自転車利用の有無や自転車の車種や利用目的に関わらず、

誰もが安心して道路を通行できる空間づくりを目指しま

す。 

B 
自転車シェア 

リングの拡充 

B-1 自転車シェアリングの拡充 

都心部に相応しい自転車サービスの提供に向け、誰もが自

転車を利用でき、まちなかの自転車乗入れ台数の減少にも

つながる自転車シェアリングの利便性を向上させます。 

ルールやマナーを 

「守る」 

意識を育てる 

守る 

和 
E 

自転車ルール・ 

マナーの向上 

E-1 「はしる」の遵守意識の向上 

誰もが自転車の交通ルール・マナーを熟知し、それを遵守

する意識を高めるため、様々な場面での周知を行います。 

E-2 「とめる」の遵守意識の向上 

自転車を使う全ての人が、正しく駐輪し、放置のない快適

なまちの実現に向け、様々な場面での周知を行います。 

 

F 
自転車に関する 

学びの場の形成 

F-1 交通安全教育の支援の充実 

交通安全教室を開催する対象者を拡充し、自転車利用者が

より効果的にルール・マナーを遵守する支援を行います。 

F-2 地域、警察等との連携体制の構築 

交通安全教育のさらなる推進に向けて、既存の連携体制を

さらに強化し、効率的、効果的な教育の仕組を構築します。 

 

止める 

輪 
自転車を 

「止める」 

環境の質を高める 

C 
駐輪環境の 

質の向上 

C-1 駐輪サービスの質の向上 

駐輪場の利便性を向上させるとともに、過度に自転車の乗

入れが集中するエリアについて、自転車の乗入れを分散さ

せる取り組み等の検討を行います。 

C-2 駐輪環境の充実 

駅や店舗等の集客施設等に集まる自転車が、適切な場所に

駐輪できる環境を形成します。 

 

D 
民間主体での 

駐輪環境の充実 

D-1 附置義務駐輪場の検討 

集客施設に集まる自転車の駐輪環境を向上させる手段の

１つとして、附置義務駐輪場のあり方の検討をします。 

D-2 駐輪施策への民間活力の導入 

駐輪場の質の向上や、利用率の向上を目指すため、民間の

活力を導入した駐輪場の整備等を進めます。 
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■目標像 ■基本方針 ■施策の方向性 ■施策の枠組み 

自転車の情報を 

「伝える」 

しくみを創る 

伝える 

話 
G 

自転車の利活用に 

向けた情報提供 

G-1 情報提供の場の構築 

自転車の楽しみ方、安全に使うためのルール・マナーなど

の情報を分かりやすく提供するための場を構築します。 

G-2 社会制度や取組を周知するためのしくみづくり 

自転車を安全、便利、快適に使うときに必要な社会制度や

行政・企業の取組を適切に周知するためのしくみをつくり

ます。 

 

H 快適な自転車利用 

環境の形成に向け 

た情報提供 

 

H-1 快適利用のための情報提供 

便利な駐輪場や通行空間の情報など、区内で自転車を快適

に利用するための情報をわかりやすく提供するしくみを

つくります。 

H-2 安心利用のための情報提供 

自転車を安心して利用するために必要な、自転車保険や整

備・点検等の情報を分かりやすく提供するしくみをつくり

ます。 

自転車の 

わ 
環
・
輪
・
和
・
話 


